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令和５年度の対象分野の取組案①（令和４年度振り返り）
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令和５年度においても、農畜産県である当県の特徴を踏まえ、農畜産物・青果物を対象分野
として取り組む。
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令和５年度の対象分野の取組案②
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【通達】令和５年度の「トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会」の実施事項について
（令和５年８月９日付け厚生労働省労働条件政策課長、同監督課長、国土交通省貨物課長通達より一部抜粋）

昨年度の当協議会での承認及び上記通達（今年度の実施事項）を
踏まえ、今年度における当協議会における対象分野は、引き続き
農畜産物・青果物とする。



令和５年度重点取組事項について
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【通達】令和５年度の「トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会」の実施事項について
（令和５年８月９日付け厚生労働省労働条件政策課長、同監督課長、国土交通省貨物課長通達より一部抜粋）



令和５年度における重点取組事項（案）
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①重点取組事項の取組状況、②課題及び今後の対応
の方向性に関しては、実証事業後に今年度中に協議会を開催し
（書面協議の可能性あり）、ご協議頂く予定にしております。



【参考】重点取組事項について（令和４年度振り返り）
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【参考】重点取組事項のPDCA（案）について（令和４年度振り返り）
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【参考】重点取組事項の工程表（案）について（令和４年度振り返り）
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●重点取組事項について

●令和５年度実証事業案
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鹿児島県の農産物輸送の状況（現在と将来的な展望）

農産物輸送の改善ポイント
① 集荷と幹線との便切り分け
（各々の運賃設定・収受が必要）

② ４日目販売の導入の検討
③ 産地の協力体制
（積込み立会・荷待ち削減）

④ 出荷日の集約（ロット拡大）
⑤ 販売市場の集約
⑤ パレット輸送の導入
⑥ 着荷主の早期荷受け
など

ロット拡大

労務軽減

コスト抑
制

現在の主な出荷パターン

労働改善基準告示に則った これからの輸送

実証事業を必要とする理由



令和５年度実証事業①（中継拠点活用による青果物輸送）_概要
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《見込まれる効果》
★複数ヶ所の生産地からの集荷と鹿児島SP(鹿児島市)からの幹線の運転者を分けること
により、ドライバーの労働時間の削減が見込まれる。
★荷降ろし先が九州広域SP(北部九州)に集約化されることによって、荷役作業（荷降ろし）、
待機時間などの削減が見込まれる。
★輸送中におけるパレット化により、ドライバーの更なる荷役作業（荷降ろし）、待機時間など
の削減が見込まれる。
★九州広域SPからの消費地までの輸送においても、大ロットとなり、荷降ろし件数が減り、
荷役作業（荷降ろし）、待機時間などの削減が見込まれる。
★ロット拡大により、積載率と運賃収入アップが見込まれ、ドライバーの待遇改善に繋がる。

《考慮すべき影響》
▲1人のドライバーで実施していた輸送を集荷便と幹線便の2名のドライバーに分けるため、
コスト増が考えられる。
（各SPでの荷捌き料・集荷運賃と鹿児島SP～九州広域SPへの横持ち運賃が発生する。）
▲生産地から小ロット集荷のため、SP間の輸送量の確保、輸送方法の検討が必要になる。
▲パレット輸送導入時の代金負担の取り決めが必要となる。
▲荷降ろし先を減らすため、積載率低下が懸念されるため見直しが必要となる。

▲生産者は、小口出荷でも消費地への輸送が可能になり、販売先を確保できるが、運賃・料金
など輸送コスト負担が増える傾向にある。

令和５年度実証事業①（中継拠点活用による青果物輸送）_効果・影響
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令和５年度実証事業①（中継拠点活用による青果物輸送）_効果・影響
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令和５年度実証事業②（中継輸送活用による食肉輸送）_概要


